
歳 出
【目的別】

その他　（1.3％）
8,401万2千円
＜内　訳＞
　議会費　1.3％　
　7,898万8千円
　労働費　0.0％　
　2万円

総務費（10.4％）
6億4,975万4千円

民生費（34.6％）
21億6,314万円

衛生費（10.0％）
6億2,166万6千円

土木費（10.1％）
6億2,757万4千円

消防費（5.9％）
3億6,961万6千円

公債費（8.3％）
5億2,007万1千円

教育費（10.0％）
6億2,369万1千円

農林水産業費（6.5％）
4億761万5千円

歳 入

繰入金（2.0％）
1億2,369万5千円

その他の自主財源（3.8％）
2億3,956万2千円

町税 （13.8％）
8億6,401万7千円

繰越金（0％）
1千円

その他の依存財源（5.5％）
3億4,435万2千円

県支出金（8.4％）
5億2,228万円

国庫支出金（14.8％）
9億2,518万1千円

町債（6.7％）
4億1,824万3千円

地方交付税（45.0％）
28億0,943万円

自主

19.6％

存
財

源
80.4％

依

☆歳出の用語解説

☆歳入の用語解説

62億4,676万1千円
令和３年度令和３年度当初予算当初予算

財源

　令和３年度の一般会計当初予算の総額は、62億4,676万１千円となりました。普通建設事業費は令和２年
度に鶴田小学校体育館および放課後児童クラブ施設の完成と旧鶴田小学校体育館の解体が完了したことで、前
年度より6億2千万円の減少となりました。
　新たに普通建設事業費には「駅東団地整備事業費」や「鶴田中学校トイレ改修事業費」を計上したほか、新
型コロナウイルス感染対策において、新型コロナウイルスワクチン接種事業を実施するための予算および経済
対策として小中学校児童生徒の学校給食費無償化の継続、感染症予防対策商品券給付事業や町内企業への小口
資金貸付に対する保証料および利子補給金の予算を計上しています。

商工費（2.9％）
1億7,962万2千円

災害復旧費　0.0％　
4千円
予備費　0.1％　
500万円

■町税…町民税や固定資産税など町に入るお金
■繰入金…基金から一般会計に組み入れるお金
■地方交付税…�町の財政状況に応じて国税の一部から

交付されるお金
■国庫支出金…�特定の事業の経費に充てるため、国か

ら支出されるお金
■県支出金…�特定の事業の経費に充てるため、県から

支出されるお金
■町債…事業を行うために町が計画的に借りるお金
■自主財源…町が独自に調達できる財源
■依存財源…国、県により割り当てられる財源

■民生費…�高齢者や障害者、児童などの福祉に関する
経費

■総務費…�選挙や戸籍、徴税、町の庁舎管理、職員の
給与等の経費

■土木費…�町道や河川の整備、町営住宅の管理、除排
雪等の経費

■教育費…�小中学校の管理、社会教育、生涯学習・体
育の振興、文化財保護等の経費

■衛生費…�各種検診や予防接種、ごみ処理、つがる西
北五広域連合出資金等の経費

■公債費…�町の借金である町債を返済するための経費
■農林水産業費…�農林水産業の振興、農業用道路や水

路の整備、農村環境整備等の経費
■消防費…�五所川原地区消防事務組合の負担金や消防

団員の報酬、消防機器の管理等の経費
■商工費…�商業や工業、観光の振興、富士見湖パーク

などに要する経費

一 般 会 計
歳入歳出総額
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◆水道事業会計
収益的収入  3億 38 万 1 千円（▲ 100 万 4 千円）
収益的支出  2 億 8,875 万 5 千円（1,648 万円）
資本的収入  1 億 1,500 万円（4,150 万円）
資本的支出  2 億 506 万 1 千円（4,090 万 3 千円）

国民健康保険 　予算額　18 億 473 万円
前年度比…▲ 1.2％（▲ 2,136 万円） 学校給食 　予算額　 5,280 万 8 千円

前年度比…▲ 1.2％（▲ 66 万円）

第１財産区 　予算額　　 459 万 9 千円
前年度比…▲ 2.7％（▲ 12 万 8 千円）

第２財産区 　予算額　　 436 万 6 千円
前年度比…0.4％（1 万 9 千円）

介護保険 　予算額　18 億 713 万 5 千円
前年度比…1.3％（2,262 万 2 千円）

後期高齢者 　予算額　  1 億 6,946 万 1 千円
前年度比…▲ 3.6％（▲ 634 万 4 千円）

　特別会計とは、特定の事業を行うにあたり一般会計とは区別して経理する必要がある場
合に設置する会計です。特別会計

　企業会計とは、経費が税金などで賄われる一般会計とは異なり、事業を行うために住民
が支払う使用料を主な財源とした、独立採算による特定の事業を経理する会計です。企業会計
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■当初予算の推移（一般会計）
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■財政調整基金　■減債基金　■■その他の特定目的基金

■基金（貯金）と町債（借金）の残高推移
基金の推移
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　公債費負担適正化計画により地方債（公共施設
の整備等における財源不足を補うための借入金）
の借入額を抑制することで、町債残高が減少する
ように取り組んでいます。

　基金とは、特定の目的のために、資金を積み立
てたり、運用するために設けられている町の貯金
のことです。次のような種類に分けられます。
・財政調整期金…経済情勢の変化や災害等に備え
るものです。
・減債基金…地方債を償還するためのものです。
・特定目的基金…大型の公共施設の整備など特定
の目的を計画的に実施できるように資金を積み上
げたものです。

●基金について

●町債について

収益的収入  7 億 2,181 万 4 千円（▲ 1,099 万円）
収益的支出  5 億 5,300 万 9 千円（▲ 1,075 万 5 千円）
資本的収入         9,271 万 3 千円（▲ 8 万 4 千円）
資本的支出  4 億 7,279 万 1 千円（1,034 万 1 千円）

◆下水道事業会計
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